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　圯橋側の石碑、前文に見ゆ、

　　　大磯雪の讃、
　　　　　　　　　　　　　　　　西洞院時名朝臣
　月も今、入江の波に、色わきて

　　雪よりしらむ、磯ぎはの里、

田之浦府城の東北　坂本村に屬す、祇園の濱より、東北大磯に至るの縁海なり、南洋の潮水、山川邑の海門より、府城の前、薩隅二州の腹に入り、一大内海となり、湖が如し、此浦其西岸に在り、潮來れば江上白く、日落れば天地青し、煙舶其間に往來して、頗る趣を資く、是より大磯甚だ遠からず、一帶の沿海なれば、風光彼に類すといへども、境移り地轉ずるに随ひ、又殊觀の勝區にして、鹿兒島八景の一なり、山本春正秦清世子の歌
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